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激事態についての情報を得ている被験者にあっては，刺激事態についての知識をもたぬ被験者にくら
べて，暗条件での錯視量がいくぶん大きいという結果が得られたことである。　（図6）明条件におい
ては測定をおこなわずに，刺激事態についての知識のみを与えた場合の判断の傾向をとらえるという
統制実験が必要であるが，上述の結果は，近刺激としての図形は同じでも，それをとりまく主体内・
外の関係の枠組が変化することで，判断に変化をもたらしたという可能性を示唆するように思われ
る。
